
 

平成２２年度土木学会全国大会について (報告） 

 

 平成２２年９月１日(水）～３日(金）の３日間、札幌市において開催した平成２２年度土木学

会全国大会は、多数の参加者をいただきました。 

大会の総括及び成果について、以下のとおりご報告申し上げます。 

 

記 

 

１ 日  時      平成２２年９月１日(水）～３日(金） 

２ 場  所      北海道大学札幌キャンパス 

                    但し 

                      パネル展示：ＪＲ札幌駅西口コンコース 

３ 参加者数   ２４，８８０人（３日間の延べ人数） 

４ 主な行事の概要 

  多くの関係機関（北海道開発局、北海道、札幌市、北海道大学他大学関係者、民間企業等）

のご協力のもと、土木学会平成２２年度全国大会を滞りなく実施することができました。 

  今回の全国大会は、「土木はつなぐ、”地域”を、”生命（いのち）”を、そして”未来”へ」を大会

テーマに掲げ、研究討論会や年次学術講演会、特別講演会の他、大会テーマを題材にパネルデ

ィスカッションを行いました。百周年記念事業キックオフ討論会では「土木学会の百周年に向

けて何をすべきか？」「土木の原点を考える」というテーマで活発な議論が行われました。ま

た、ＪＲ札幌駅において土木界が所蔵する貴重な資料、図面などの公開展示を行い、広く市民

の方にお知らせする土木コレクション２０１０等を行いました。 
 

①   特別講演会 

「コンプライアンス推進としての社会基盤整備」と題して、阪田憲次土木学会会

長より講演を頂きました。 

わが国が目指す｢持続可能な社会｣の構築において社会基盤の長期効用を図るとと

もに､国民の安全.安心を確保し､豊かでうるおいのある人生を可能にするとの社会

的要請に応えることが広義のコンプライアンス推進である、との観点から見た社会

基盤整備について講演を頂きました。 

 

②   全体討論会 

「土木はつなぐ、”地域”を、”生命（いのち）”を、そして”未来”へ」との大会メインテーマ

を取り上げ、 “地域”、“農業と都市”、“地球環境”、“開発途上国”、“女性”、

あるいは“持続可能性”などといった今後の土木が深い繋がりを持つと予想される分野の

最前線で活動を行っているパネリストを招きました。そして、現在の土木を取り巻く自然

環境や情勢等の変化を踏まえ、また広範な地域を俯瞰しつつ、自然と未来を見据えた新た

な土木の役割について議論を行いました。会員自らが進むべき方向を自律的に考える機会

とするとともに、２０１４年の土木学会百周年に向け、次の１００年における土木の役割

に関する議論の端緒となりました。 

 

  ③ 百周年記念事業キックオフ討論会 

土木学会では，2014 年に創立百周年を迎えるにあたり、「百周年を契機に種々の

記念事業」を展開しようとしています。今年はその議論を深めるため「キックオフ」

として、改めて「土木」及び「学会」というものを考えるための二つの討論会を開

催しました。第一部では「土木学会の百周年に向けて，何をすべきか？」、第二部

では丹保元会長・栢原元会長らをパネリストとして交え「土木の原点を考える」と
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いうテーマで活発な討論が行われました。パネリストの皆様から非常に貴重な話題

をご提供いただき、百周年に向けた「キックオフ」として有意義な討論会となりま

した。 

 

    ④ 第６５回年次学術講演会 

全国の大学、研究所、国、地方自治体、民間企業の土木研究者、土木技術者を中心

とし、構造、水理、地盤、計画、コンクリート、建設技術マネジメント、環境・エネ

ルギーに係る研究分野において研究講演が行われ、発表された研究成果、技術報告に

対して活発な議論が行われました。 

        講演総題： 3,627 題 

 

    ⑤ 研究討論会 

土木界が抱える課題、将来の国土の姿などを討論するため２４の研究討論会が行われま

した。社会資本整備（公共調達、建設マネジメント、入札、まちづくり、市民合意）、環

境保全（環境負荷、ライフサイクルアセスメント、低炭素、温暖化対策、循環型社会、環

境調和、維持管理）、安全対策（地震防災、リスクマネジメント、災害対策、危機管理、

放射性廃棄物処理）に関連するテーマや建設材料の応用、力学現象の解明などのテーマに

ついて活発な討論が行われました。 

 

    ⑥ パネル展示 

ＪＲ札幌駅西口コンコースにおいて、土木の魅力、土木の範囲や奥深さを市民の

皆様に実感していただくため、小樽港、函館港、稚内港、石狩川生振捷水路、旭橋、

青函トンネル、札幌市都市計画などの北海道の発展に貢献してきた歴史的構造物等

に関わる図面、写真等の展示を「土木コレクション２０１０」と題し行いました。 

また、併せて市民生活に身近な土木技術の紹介として、市民生活と関わりの深い

団体から提供いただいた土木に関する展示を行いました。 

 

    ⑦ 映画会 

土木技術映像委員会では、広島、仙台、福岡に引き続き、3 日間連続で映画会を開

催いたしました。研究討論会と連動して「災害記録映画で学ぶ防災技術教育―技術

教育における映像メディアの効果 その３」をテーマに、2006 年土木学会映画コン

クール一般部門賞「崩れ」や阪神大震災の貴重な記録映像である「復旧の軌跡」、

20 周年を迎えた「青函トンネル」の工事記録など、これまでの受賞作品や土木学会

選定映像作品の中から、「防災」「北海道」などをキーワードとして選び出した、

優れた土木技術映像 19 作品を上映いたしました。 

 

   ⑧ 国際関連行事 

土木学会が協力協定を締結する海外学協会および土木学会海外分会のうち８ヶ国（米

国、韓国、台湾、フィリピン、バングラデシュ、モンゴル、ネパール、インドネシア。う

ち４ヶ国が土木学会海外分会からの参加）によるラウンドテーブルミーティング（コンプ

ライアンス推進としての社会基盤整備）が開催されたほか、日本工学会、世界工学団体連

盟と土木学会共催による「災害リスクマネージメント」に関する第 4 回合同国際シンポジ

ウム、その他、小樽港湾見学や英語による研究討論会（国際セッション）が行われました。 
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【参加者数（延べ人数）】 

行事 ９／１（水） ９／２(木） ９／３（金） 計 備考 

特別講演会 ― 554 ― 554 

全体討論会 ― 405 ― 405 

年次学術講演会 7,286 4,198 6,455 17,939 

研究討論会 912 ― 789 1,701 

交流会 ― 487 ― 487 

パネル展示 1,120 1,080 807 3,007 

映画会 110 84 217 411 

国際関連行事 51 32 ― 83 

百周年記念ｷｯｸｵﾌ討論会 293 ― ― 293 

計 9,772 6,840 8,268 24,880 
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【パネル展示】

【受付状況】 【受付状況】

【特別講演会】 【全体討論会】

土木学会・平成22年度全国大会　開催状況写真

【百周年記念事業キックオフ討論会】 【年次学術講演会】

【研究討論会】
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【パイプオルガンミニコンサート】 【総括記者会見】

【映画会】 【国際関連行事】

【交流会】 【アンサンブルシビィルコンサート】
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